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 長
野
県
下
伊
那
農
業
高
等
学
校
は
、
大
正
九
年
に
地
域
の
農
業
振
興
を
目
的
に
郡
立
下
伊
那
農
学
校
と
し
て
稲
井
ヶ
丘
に

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
移
管
、
施
設
設
備
の
拡
充
、
学
制
改
革
、
定
時
制
の
設
立
と
統
廃
合
、
学
科
改
編
等
の
幾

多
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
り
、
平
成
三
二
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

卒
業
生
は
、
創
立
以
来
今
日
ま
で
一
万
八
千
名
を
超
え
、
こ
の
地
域
の
農
業
を
は
じ
め
産
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
と
も
に
広
く
全
国
の
産
業
界
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
社
会
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
校
歌

の
一
節
に
あ
る
「
農
は
わ
れ
ら
の
い
の
ち
か
な
」
の
心
を
大
切
に
し
て
、
地
域
社
会
の
有
為
な
人
材
養
成
に
責
任
を
も
つ
高

校
と
し
て
発
展
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
に
、
本
校
一
世
紀
に
わ
た
る
教
育
活
動
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
学
校
の
あ
る

べ
き
姿
を
展
望
し
、
将
来
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
平
成
三
二
年
に
創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
賢
察
の
う
え
、
下
伊
那
農
業
高
等
学
校
発
展
の

た
め
ご
芳
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記 

 
 

一 
 

創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
内
容 

・ 

農
業
学
習
施
設
建
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

地
域
と
連
携
し
た
農
業
学
習
の
活
動
拠
点
と
し
、
教
育
環
境
の
充
実
。 

・ 

学
習
環
境
整
備 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
更
新
。 

・ 

記
念
誌
編
纂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会 
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募
金
期
間 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日 

 

～ 

平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日 
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募
金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
口 

 

五
千
円
（
で
き
れ
ば
二
口
以
上
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平
成
二
十
八
年 

五
月 

吉
日 

下
伊
那
農
業
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 
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